
キタムラサキウニ短期養殖による端境期出荷

１ 【短期養殖に必要な餌量の確保】

① 餌代の経費を削減するため、餌用に港内でコンブを養殖→冷凍保管して給

餌

② 平成３０年度から「ＪＡいわみざわ」より「規格外の白菜」の提供（安価購入）を

受け給餌

２ 【付加価値向上】

① 端境期となる年末～１月上旬にかけて加工・出荷

② 市場に北海道産のウニが少ない時期を狙って売り込むことにより付加価値

を高める

３ 【販路拡大】

① 神恵内村・岩内町・泊村の３町村、古宇郡漁協・岩内郡漁協の２漁協で構成

される、積丹半島地域活性化協議会が地域商社「キットブルー」設立 ➡販売につ

いては地域商社「（株）キットブルー」が担当

➁ 出荷先は町内及び海外観光客で賑わうニセコエリアなどの飲食店・スーパー

が中心

岩内郡漁協（北海道）

◎ 深場の磯焼け海域に生息する身入りが悪い未利用ウニを円筒籠に収容し、

港内に垂下（９月～１２月に給餌して身入りを改善）

◎ 流通量が少なくなる１２月～１月（端境期）に出荷量を増大させる販売拡大に

取組み、漁業所得向上を図る

取組の概要

取組のポイント

取組の成果等

＜原則非公開の参考資料＞
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【目的】

　将来的に漁業者の所得向上を目的として、平成２８年度より国の「地方創生交付金事業」

　を活用し、キタムラサキウニの短期養殖よる端境期出荷を開始（平成28～32年度）

【体制】

　岩内郡漁業協同組合において「養殖部会（浅海部会＋青年部）」

　を立ち上げ、漁業者中心の取り組みとして実施

【概要】

　　磯焼け漁場の身入りの悪いキタムラサキウニを円筒篭に収容し、

　　岩内港内に垂下（９月～１２月に給餌して身入りを改善）

【給餌】

　○餌代の経費削減を削減するため、餌用に岩内港内でコンブを養殖→冷凍保管して給餌
　　

　　

　○コンブ養殖の労力及び冷凍保管等の経費負担が大きい

　　ため、平成３０年度から「JAいわみざわ」より餌用に

　　「規格外の白菜」の提供（安価で購入）を受け、給餌

北海道岩内町におけるウニ短期養殖事業の概要



【出荷】

　○端境期となる年末～１月上旬にかけて加工・出荷

　　→市場に北海道産のウニが少ない時期を狙って売り込むことにより付加価値を高める

　○出荷先は町内及び海外観光客で賑わうニセコエリアなどの飲食店・スーパーが中心

　　→販売については地域商社「(株)キットブルー」が担当

【その他】

　○養殖による歩留まり（身入り）

　・平成２８年度 9．9%→8．３％（-１．6％）

　・平成２９年度 １３．５%→１４．１％（＋0．6％）

　・平成３０年度 ４．７%→９．２％（＋４．５％）

ウニ短期養殖事業の実績と課題

【実績】

　○養殖個体数

　・平成28年度 1,200個体：２篭（１篭当たり600個体）

※餌量確保等の都合上、当初養殖個体数（2,250個体：5篭）から減

　・平成29年度、平成30年度 4,500個体：15篭（１篭当たり300個体）

　○出荷量

　・平成２８年度   ５，０４９g（生残率８８％）

　・平成２９年度 ３４，１２０g（生残率９５％）

　・平成３０年度 １８，５００g（生残率６８％）

【課題】

　○冬場の海中（港内）での円筒篭による養殖は、その年の時化などの影響により、生残率が陸上

　　施設での養殖に比べ低くなってしまうため、安定した生残率を確保するための対策が必要

　○安定した餌量の確保及び餌代のコスト削減への取り組み

　　→｢コンブ｣のみの給餌から、｢規格外の白菜｣を使用することにより餌代を削減することはできたが、

　　　白菜の提供を受ける｢JAいわみざわ｣からは片道約３時間の運搬時間を要する

　○餌（白菜・コンブ）の配合割合の検討による食味等の改善

　　→白菜給餌のウニはコンブ給餌に比べ甘みは強いが、身が白っぽく柔らいため、食味等の改善に

　　　向けた餌の配合割合の検討


















